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河
内
神
社

秋
祭
り

日(

日)

例
大
祭

午
後
２
時

13実
り
の
秋
、
豊
か
な
収
穫
に
感
謝
し
、
地
域
の
氏

子
崇
敬
者
の
皆
様
と
今
後
の
御
加
護
を
祈
り
ま
す
。

俵
神
輿
奉
納

た

わ
ら

み
こ

し午
後
３
時
半
頃

大
人
、
子
供
の
俵
神
輿
、

総
勢
９
基
が
鳥
居
を
く
ぐ

り
境
内
に
集
結
し
、
伊
勢

音
頭
の
木
遣
り
に
あ
わ
せ

き

や

勇
壮
に
揉
み
合
い
ま
す
。

日(

土)

前
夜
祭

午
後
６
時
半
頃

12神
楽
奉
納

十
二
神
祇
と
花
火

か

ぐ

ら

上
河
内
神
楽
団
に
よ
る
河
内
伝
統
の
勇
壮
・
優
雅

・
楽
し
い
神
楽
舞(

狐
や
八
岐
大
蛇
も
出
る
よ)

と
、
迫

や
ま
た
の
お
ろ
ち

力
い
っ
ぱ
い
の
花
火(

傘
火
・
吹
上
げ
花
火)

の
競
演
。
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秋
祭
り
は
、
は
る
か

昔
よ
り
秋
の
収
穫
を
神

様
に
感
謝
し
て
行
わ
れ

る
、
一
年
間
で
一
番
大

切
な
お
ま
つ
り
で
す
。

日
本
の
総
氏
神
様
で

あ
る
伊
勢
神
宮(

三
重

県)

で
は
新
穀
を
献
げ
て
感
謝
す
る
神
嘗
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

か
ん
な
め
さ
い

今
年
は

年
に
一
度
の
「
式
年
遷
宮
」
の
年
に
あ
た
り
、

20

10

月
の
「
遷
御
の
儀
」
で
、
遷
宮
は
滞
り
な
く
成
し
遂
げ
ら
れ

せ
ん
ぎ
ょ

ま
す
。
遷
宮
は
、
新
し
い
社
殿
を
神
様
に
献
げ
る

年
に
一

20

度
の
大
祭
で
も
あ
る
た
め
、
大
神
嘗
祭
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

お
お

河
内
神
社
も
多
く
の
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
と
秋
祭
り
を

大
い
に
盛
り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

宮
司

山
田

茂
雄

七
五
三
祭

月

･
･

日

11

15

16

17

月
中
旬
～

月
頃
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

～

10

11

15

日
以
外
は
希
望
日
時
を
ご
相
談
・
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

17
出
張
祭

地
鎮
祭(

新
築)

、
家
祓
い(

入
居)

、
上
棟
祭
、

じ
ち
ん
さ
い

や

ば

ら

商
売
繁
盛
、
安
全
祈
願
等
も
ご
相
談
・
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

電
話(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３

河
内
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
〔
周
辺
図
〕

第

回

神
宮
式
年
遷
宮

62
お
白
石
持
ち
行
事

８
月

･
･

日
、
河
内
地
区
氏
子
の
皆
様
と
、

年

18

19

20

20

に
一
度
の
日
本
の
総
氏
神
様
・
伊
勢
神
宮
の
行
事
「
神
宮
式

年
遷
宮
・
お
白
石
持
ち
行
事
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
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（2）

〔
寄
稿
〕
思
い
も
よ
ら
ぬ
大
事
の
参
加
に

心
か
ら
感
謝

Ｒ
・
Ｋ

「
第

回

神
宮
式
年
遷
宮
」
お
白
石
持
ち
行
事
に
参
加
。

62

完
成
し
た
正
殿
が
建
つ
伊
勢
神
宮
の
御
敷
地
に
敷
く
白
石
を

奉
献
す
る
行
事
で
す
。

一
日
目

朝
早
く
出
発
。

や
が
て
午
後
３
時
、
二
見

輿
玉
神
社
に
到
着
。
始
め

て
の
法
被
を
着
た
自
分
に

酔
う
。

二
日
目

暑
い
朝
だ
っ

た
。
白
装
束
に
着
替
え
る

と
気
持
ち
ま
で
替
わ
っ
て

し
ま
う
。
い
よ
い
よ
「
お

白
石
持
ち
行
事
」
に
参
加
。

以
前
は
遠
く
か
ら
屋
根

だ
け
ち
ら
り
と
見
た
だ
け
。

今
回
は
完
成
し
た
正
殿
の

敷
地
の
中
に
入
り
、
私
の

置
い
た
こ
の
お
白
石
が
こ

の
先

年
、
ず
っ
と
静
か
に
こ

20

こ
に
座
す
と
思
え
ば
感
無
量
。

も
う
二
度
と
こ
ん
な
機
会
は

無
い
と
思
え
ば
、
本
当
に
来
ら

れ
て
よ
か
っ
た
。
宮
司
さ
ん
の

お
か
げ
。

三
日
目

多
賀
大
社
。

〝
親
が
あ
っ
て
の
子
供
だ
と
〟

す
ば
ら
し
い
お
言
葉
で
し
た
。

心
か
ら
そ
う
思
う
。

最
後
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
は
、
私
の
大
好
き
な
お
城
見
学
。
楽

し
か
っ
た
。

始
め
て
の
法
被
を
着
て
、
並
の
人
は
入
れ
な
い
場
所
、
全

て
を
「
見
」
「
聞
き
」
「
行
き
」
出
来
た
こ
と
、
心
の
中
に

刻
ん
で
進
ん
で
い
く
。

長
く
生
き
な
き
ゃ
あ
ね
。
良
い
旅
で
し
た
。

〔
寄
稿
〕「
第

回
神
宮
式
年
遷
宮
」
お
白
石
持
ち

62
行
事
に
参
加
し
て

岸
本

信
二

８
月

日
か
ら

日
の
３
日
間
、

年
に
一
度
新
し
い

18

20

20

神
殿
を
造
り
、
大
御
神
様
に

新
宮
に
お
遷
り
い
た
だ
く
、

お
白
石
持
ち
行
事
に
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
河
内
神

社
を
は
じ
め
八
幡
神
社
な
ど

か
ら

名
あ
り
ま
し
た
。

74日
は
、
二
見
浦
の
二
見

ふ
た
み
が
う
ら

18
輿
玉
神
社
に
お
い
て
、
禊
ぎ

お
き
た
ま

の
浜
参
宮
を
行
い
ま
し
た
。

日
の
当
日
は
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
約
１
７
０
０
名

19
の
方
々
と
共
に
、
全
身
白
装
束
で
お
白
石
を
積
ん
だ
奉
曳
車

を
木
遣
り
子
の
先
導
で
「
エ
ン
ヤ
、
エ
ン
ヤ･･･

」
の
掛
け

声
で
力
強
く
曳
き
ま
し

た
。
山
田
宮
司
の
４
歳

の
お
孫
さ
ん
も
参
加
さ

れ
、
他
の
参
加
者
や
沿

道
の
人
々
か
ら
「
可
愛

い
」
「
頑
張
れ
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
な
が
ら
最
後

ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

私
達
も
そ
れ
に
励
ま
さ

れ
、
暑
さ
も
忘
れ
て
無

事
に
奉
曳
き
を
終
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
が
白
布
に
お
白
石
を
包
み
持
ち
、

檜
の
香
り
漂
う
真
新
し
い
新
宮
・
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
の

と
よ
う
け

通
常
は
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
御
敷
地
に
お
白
石
を
お
納
め

し
ま
し
た
。
改
め
て
新
宮
を
仰
ぎ
見
た
と
き
、
そ
の
美
し
さ
、

荘
厳
さ
に
言
葉
に
な
ら
な
い
感
動
、
喜
び
を
覚
え
、
拝
礼
を

し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
天
照
大
御
神
を
祀
る
皇
大
神
宮

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

（
内
宮
）
の
御
垣
内
参
拝
、
御
神
楽
奉
納
を
行
い
、
一
日
を

み

か
き
う
ち

終
え
ま
し
た
。

日
は
、
伊
弉

い

ざ

20
諾
の
大
神
と
伊
弉

な
ぎ

い

ざ

冉
の
大
神
を
祀
る

な
み多

賀
大
社
の
正
式

参
拝
と
国
宝
の
彦

根
城
の
見
学
を
し

て
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

今
回
の
行
事
に
参
加
し
て
、

伊
勢
神
宮
の
杜
の
景
観
に
神
聖

さ
と
大
き
な
包
容
力
を
覚
え
、

ま
た
、
古
代
か
ら
連
綿
と
続
い

て
い
る
各
種
行
事
に
は
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
と
古
代
の
人

々
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
変
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
宮
司
様
と
安
全
で
楽
し
い
旅

を
支
え
て
下
さ
っ
た
旅
行
社
、
バ
ス
会
社
の
方
々
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第

回

神
宮
式
年
遷
宮

遷
御
の
儀

62
年
に
一
度
の
日
本
を
挙
げ
て
の
大
祭
典
、
神
宮
式
年
遷

20
宮
の
締
め
く
く
り
の
遷
御
の
儀
（
新
し
い
お
や
し
ろ
に
神
様

に
お
遷
り
い
た
だ
く
お
祭
り
）
が
、
内
宮
は

月
２
日
、
外

10

宮
は

月
５
日
、
夜
８
時
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

10
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